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南三陸町　復興の歩み

　２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災。 宮城県の沿岸部

に位置する南三陸町でも、 多くの貴い命が犠牲となり、 ７割近く

の建物が流出するなど、 まちは壊滅的な被害を受けました。 伊

佐市は、 震災直後から南三陸町への職員派遣や物資支援を行い、

復興を全力で後押ししてきました。

　そんな南三陸町は、 令和２年１０月に復興祈念公園全面開園を

迎え、 住宅 ・ 公共施設の再建、 各種インフラの整備も復興計画

通りに完遂し、 次のステップへと歩みを進めています。

　今月号では、 南三陸町と伊佐市とのご縁を振り返り、 復興の

あゆみを紹介します。

2.2 　災害公営住宅の入居開始 （枡沢）

10.4 　津波で流出した戸倉小学校落成式

10.9 　伊佐市 ・南三陸町の

　「災害等における相互応援協定」 締結

12.14 　南三陸病院 ・総合ケアセンター南三陸開業

2.25　志津川福興名店街オープン

　　　　　（仮設南三陸さんさん商店街）

2011 平成 23 年

3.11 　東日本大震災

12.13 　伊里前福幸商店街オープン

2015 平成 27 年

2012 平成 24 年

震災直後の混乱の中、 被害が大きかった東北の沿

岸部の市町村に対し、 伊佐市としてなにか支援が

できないかと申し出たところ、 南三陸町が受け入

れを希望。

4.5 ～ 5.27　伊佐市職員短期派遣 ・支援物資の

　　　　　　　　　　送付 （延 40人）

被害を受けた市町の要請に応じて救援や応急復旧、

必要な職員派遣や食糧 ・資機材を提供することを約束

4.1　伊佐市職員長期派遣開始

宮城県

まちの人口 ： 12,404人
（令和３年１月末）

伊佐市からの派遣職員数

長期 ： 12人　　短期 ： 40人

東日本大震災から１０年東日本大震災から１０年

南三陸町の南三陸町の復興復興ののあゆみあゆみ

さんさん商店街　町民集合！

南三陸病院 戸倉小学校
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2.16 　三陸縦貫自動車道歌津北 IC供用開始

　（町内全線開通）

4.25 　生涯学習センターオープン

10.18　志津川湾ラムサール条約湿地登録

9.2　南三陸消防署開署式

10.12　 南三陸町災害復興祈念公園全面開園

・福かざり （伊佐市商工会女性部）

・ 干し柿 （羽月西小学校）

市内に広がる活動

3.3 　さんさん商店街本設オープン

4.23 　ハマーレ歌津本設オープン

6.5 　歌津総合支所開庁

7.15 　サンオーレそではま海水浴場オープン

9.3 　南三陸町役場新庁舎開庁

2017 平成 29 年

2019 平成 31 年

2019 令和元年

6.1 　南三陸町地方卸売市場の完成式典

10.30 　三陸縦貫自動車道志津川 IC供用開始

11.19 　三陸復興国立公園　南三陸 ・海のビジター

　センターオープン

12.31 　防災集団移転促進事業完了

2016 平成 28 年

2018 平成 30 年

2020 令和２年

2021 令和３年～

10.28～ 29　南三陸町から伊佐市 ・

　　　　　　　　　　 羽月西小学校へ感謝状贈呈

さんさん商店街
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「あ
の
日
の
ニ
ュ
ー
ス
」

　

２
０
１
１
年
10
月
に
出
版
さ
れ
た

「
河
北
新
報
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
」
の

巻
頭
に
、『「
白
々
と
悪
夢
の
夜
が
明
け

た
…
」
津
波
に
遭
遇
し
、
一
緒
に
避
難

し
た
女
性
が
目
の
前
で
溺
死
す
る
の
を

目
撃
し
た
記
者
は
、
震
え
る
手
で
肉
筆

の
原
稿
を
書
き
始
め
た
』、『「
ご
め
ん

な
さ
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
…
」
ヘ
リ
か

ら
被
災
地
を
空
撮
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、

眼
下
で
助
け
を
求
め
る
被
災
者
へ
必
死

に
詫
び
る
同
乗
者
の
つ
ぶ
や
き
を
聞
い

た
』
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
本
は
、
宮
城
県
を
中
心
に
東
北

６
県
を
発
行
区
域
と
す
る
河
北
新
報
社

の
記
者
か
ら
集
め
た
、
取
材
行
動
記
録

を
基
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

被
災
地
に
あ
る
新
聞
社
と
し
て
、
伝

え
な
け
れ
ば
、
今
こ
そ
東
北
の
た
め
に

と
、
肉
親
を
失
い
な
が
ら
も
職
場
に
と

ど
ま
っ
た
記
者
、
避
難
所
か
ら
出
勤
し

て
書
き
続
け
た
記
者
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
一
人
の
記
者
は
、
県
の
発
表
で

「
〇
〇
地
区
…
〇
〇
地
区
壊
滅
」
と
繰

り
返
さ
れ
る
言
葉
の
意
味
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
取

材
で
〝
壊
滅
〟
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
な
い
し
、
原
稿
で
も
書
い
た
こ

と
も
な
い
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉

だ
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

会
社
の
シ
ス
テ
ム
は
使
え
な
い
状
態

で
し
た
が
、
新
潟
日
報
の
協
力
に
よ
っ

て
、震
災
発
生
日
の
午
後
10
時
に
は『
―

宮
城
震
度
７ 

Ｍ
８
・
８
大
津
波
被
害

―
』
の
見
出
し
で
号
外
を
完
成
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

販
売
所
は
安
否
確
認
が
忙
し
く
、
手

が
回
ら
な
い
の
で
、
河
北
新
報
の
営
業

や
事
業
部
な
ど
の
職
員
が
避
難
所
へ
届

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、「
こ
ん

な
夜
中
に
号
外
配
っ
て
意
味
あ
る
の

か
」、「
停
電
で
明
か
り
が
な
い
避
難
所

で
は
読
め
な
い
だ
ろ
う
」
と
疑
問
を
抱

き
な
が
ら
避
難
所
の
体
育
館
に
到
着
し

ま
し
た
。

　

ド
ア
を
開
け
る
と
避
難
者
が
目
の
前

に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
暗
闇
で
目
を
凝
ら

す
と
、
毛
布
を
か
ぶ
り
体
育
座
り
し
て

静
か
に
並
ぶ
避
難
者
た
ち
の
姿
。
何
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
次
に
何
が
起
こ

る
の
か
、
誰
も
わ
か
ら
な
い
か
ら
不
安

で
固
ま
っ
て
い
る
と
い
う
様
子
。

　

静
寂
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
職
員

が
「
河
北
新
報
で
す
。
号
外
で
す
」
と

控
え
め
な
声
で
言
う
と
、
避
難
者
た
ち

が
一
斉
に
立
ち
上
が
り
、
わ
れ
先
に
と

号
外
を
求
め
、
用
意
し
た
も
の
は
数
分

で
完
配
。

　

当
時
、
現
場
で
配
布
し
て
い
た
職
員

の
方
が
、
今
は
記
者
に
な
っ
て
南
三
陸

町
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
直
接
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
携
帯
電
話
の
画
面
の
明
か
り
を
頼

り
に
読
む
人
、
非
常
口
の
緑
の
表
示
灯

に
あ
て
て
読
む
人
、
被
害
状
況
を
初
め

て
知
っ
た
人
が
多
く
、
む
さ
ぼ
る
よ
う

に
号
外
を
読
ん
で
い
た
よ
」

　

震
災
発
生
か
ら
２
か
月
、
紙
面
に
テ

レ
ビ
欄
が
復
活
、
そ
し
て
当
事
者
の
証

言
に
基
づ
い
た
被
災
状
況
の
再
現
シ

リ
ー
ズ
が
始
ま
り
、
そ
の
一
つ
に
『
―

南
三
陸
消
防
団 

指
令
途
絶
え
、
そ
れ

で
も
前
へ
―
』
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

▼
大
津
波
で
町
役
場
、
警
察
・
消
防
署

も
飲
み
込
ま
れ
、
災
害
対
策
の
指
令
機

能
が
完
全
に
失
わ
れ
た
中
、
地
震
発
生

翌
日
午
前
７
時
、
生
存
者
の
救
出
に
向

か
っ
た
の
は
町
山
間
部
入
谷
地
区
の
消

防
団
員
70
人
だ
っ
た
。
３
ｍ
の
高
さ
に

も
な
る
瓦
礫
は
地
元
の
建
設
会
社
が
重

機
で
取
り
除
き
、
人
が
通
れ
る
道
を
確

保
。
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

街
を
見
渡
せ
る
場
所
に
辿
り
着
い
た
と

き
、団
員
は
奇
妙
な
感
覚
に
な
る
。
「
街

が
な
く
な
っ
て
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
」　

　

骨
組
み
だ
け
に
な
っ
た
防
災
庁
舎
を

過
ぎ
た
頃
、
高
台
に
い
た
警
戒
役
の
団

員
が
「
上
が
れ
ー
、
戻
れ
ー
」
と
叫
ん

だ
。
そ
の
声
に
、
津
波
が
来
る
、
と
動

揺
し
た
が
、
後
方
避
難
場
所
ま
で
の
距

離
と
、め
ざ
す
救
出
先(

志
津
川
病
院)

ま
で
の
距
離
、
進
む
か
戻
る
か
、
屋
上

に
人
影
も
見
え
た
、
助
け
に
行
き
た
い
。

６
人
の
中
で
最
年
長
の
阿
部
さ
ん
の
判

断
は
早
か
っ
た
。
「
た
だ
で
は
帰
れ
な

い
、
行
く
ぞ
」

　

辿
り
着
い
た
病
院
に
は
２
３
０
人
が

孤
立
し
て
い
た
。
会
議
室
で
一
夜
を
過

ご
し
た
入
谷
出
身
の
患
者
は
「
ま
さ
か

（
自
衛
隊
よ
り
早
く
）
陸
か
ら
助
け
に

き
て
く
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と

振
り
返
っ
た
。

　

６
人
は
す
ぐ
、
避
難
経
路
の
確
保
に

動
き
、
屋
上
へ
続
く
階
段
の
瓦
礫
も
撤

去
し
た
。
水
位
が
下
が
っ
た
の
を
み
て
、

今
し
か
な
い
、
と
避
難
誘
導
を
始
め
、

病
院
を
後
に
し
て
間
も
な
く
、
自
衛
隊

の
ヘ
リ
が
屋
上
に
着
陸
し
た
。
▲

　

阿
部
さ
ん
は
「
団
員
の
安
全
を
考
え

る
と
、
無
謀
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
あ
の
時
は
俺
た
ち
し
か
い
な
か

っ
た
ん
だ
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
発
生
後
、
膨
大
な
数
の
取
材
陣

が
い
ま
し
た
が
、
潮
が
引
く
よ
う
に
震

災
報
道
か
ら
切
り
上
げ
、
被
災
者
に
寄

り
添
い
続
け
た
の
は
、
や
は
り
地
元
紙

で
す
。

　

今
朝
の
新
聞
も
普
段
ど
お
り
、
地
域

の
話
題
や
情
報
と
一
緒
に
、「
備
え
る
」

大
切
さ
を
伝
え
る
防
災
啓
発
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
も
な
く
、
震
災
か
ら
10
年
で
す
。

（
柿
ノ
迫
秀
美
）

　
　

河
北
新
報
の
い
ち
ば
ん
長
い
日

　
　

～
震
災
下
の
地
元
紙
～

※
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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